
登録番号 第○○○○号 氏名又は名称   ×× △△ 
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別表１ 業務の実施体制等 

事業者の氏名又は名称（法人にあ
っては代表者の氏名も記入） 

 
〇〇 ×× 
 

 
 
業務主任者 
 
 

 

氏名 業務主任者講習の 
修了証明書の日付 

〇〇 ×× 令和○年○月○日 
×× 〇〇 令和○年○月○日 
  
  
  

 

船長 

 

氏名 特定操縦者 
免許の資格 

特定操縦者 
免許の有効期間 

〇〇 ×× 一級 令和○年○月○日 
×× 〇〇 二級 令和○年○月○日 

 
連絡責任者※ 
 

 

氏名 住所(連絡先) メールアドレス 
○○ △△ 
 

○○県○○市１－１

－１（090-0000-‥） 
abcd@efg.hi.jk 

従業者※の人数             ２人 

ホームページ等インターネット上
で公表する情報を公表する手段の
有無※（該当に○） 

 （○ ） 有    （ ）無 

所属している団体等 
(該当するもの全てを記入) 

漁業協同組
合 

事業協同組合 
企業協同組合等 

 
任意団体 

法第 28 条に基づ

く協議会 
 
 
 

 
名称 

〇×漁業協
同組合 

〇×遊漁船業協同組
合 

〇×団体 
 

○○地区協議会 

 
連絡先 

090-0000-‥
‥ 

090-0000-‥‥ 
 

090-0000-‥
‥ 

090-0000-‥‥ 

 営業期間 
（該当に○） 

 
（○）通年     （ ）  月  日 ～  月  日 

遊漁船 
 
 

船名 船舶検査証の航行区域 船舶検査証の有効期
間 

Ａ丸 平水区域 令和○年○月○日 
Ｂ丸 限定沿海区域 令和○年○月○日 
Ｃ丸 限定沿海区域 令和○年○月○日 
   

 

上記の遊漁船のうち同時に営業する隻数  ３ 隻 
※同時に営業する隻数に対して、船長及び業務主任者の数が不足
する場合はその理由を記載 
（                           ） 

※連絡責任者：営業中は陸上にいて洋上の船長及び業務主任者と常に連絡が取れる者。 
※連絡責任者の連絡先は携帯電話があれば優先して記載。 
※従業者：事業者の下で常時従事する者（船長、業務主任者、その他乗組員、連絡責任者等）。 
※インターネットでの公表が不可能な場合は、営業所において、利用者にわかりやすいよう
提示。  

追加船について記入。 

営業隻数を記入。 

 

変更日を記入 

記入例【遊漁船追加の場合】 
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別表２ 案内する漁場の位置及び安全管理の体制 
 
案内する漁場を 
管轄する都道府県名 
 

 
●●県 
 
 

 
 
安全管理を行う者 

 
業務主任者  ●● ○○、○○ ●● 

 
 
 
船釣り 
 

船名 
 

時 期 
案内する 
漁場の位置※ 

採捕させる主な 
水産動植物の種類 

漁場における安全管
理の方法（該当に○） 

Ａ丸 
 
 
 

通年 
 
 
７～８月 

○○沖 
○○湾内 
 
××岬周辺（
別添） 

マダイ、アジ等 
 
 

（○）周囲の見回り 
（○）船内の見回り 
（ ）乗客の安全管
理（体調、救命胴衣
着用の確認等） 
（ ）僚船・陸上と
の情報交換（気象・
海象等） 
（ ）航行に影響し
かねない漂流物の確
認等 
（○）その他 
（・・・・・・・） 
 

Ｂ丸 
 

通年 ○○地先沖合 シロギス 

    

※案内する漁場の位置については、地図・海図等がある場合は添付。 
 
  

船ごとに安全管理の方法が異なる場

合は、船ごとに記載する。 

変更日を記入 

変更内容を記入。 

 



瀬渡し 
 

船名 
 

時 期 
案内する 
漁場の位置 
※ 

採捕させる主な 
水産動植物の種
類 

漁場における安全管理 
の方法（該当に○） 

Ａ丸 
 
 

通年 ○○沖の磯
（別添） 
××沖防波
堤 

メジナ、ブリ等 （○）定期的な巡回 
（○）利用者への定時連絡 
（○）乗降時の安全確認 
（○）救命胴衣着用の確認 
（ ）僚船・陸上との情報
交換（気象・海象等） 
（○）その他 
（・・・・・・・・） 
 

B 丸 

 

通年 ○○沖の磯
（別添） 

××沖防波

堤 

メジナ、ブリ等 

    

※案内する漁場の位置については、地図・海図等がある場合は添付。 
 
その他（・・・・・・・・） 
 

船名 
 

時 期 
案内する 
漁場の位置 
※ 

採捕させる主な 
水産動植物の種
類 

漁場における安全管理 
の方法（該当に○） 

Ａ丸 
 
 
 

８月 ○○区画漁
業権 
◇◇沖定置
網（別添） 

マダイ、ヒラメ
等 

（○）周囲の見張り 
（○）船内の見回り 
（○）操業中の安全確認 
（○）乗客の安全確認（体
調、救命胴衣着用の確認
等） 
（ ）僚船・陸上との情報
交換（気象・海象等） 
（ ）航行に影響しかねな
い漂流物の確認 
（○）その他 
（・・・・・・・・） 
 

Ｂ丸 
 
 
 

８月 ○○区画漁
業権 
◇◇沖定置
網（別添） 

マダイ、ヒラメ
等 

    

 
※案内する漁場の位置については、地図・海図等がある場合は添付。 
  

変更内容を記入。 

変更内容を記入。 
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別表３ 遊漁船の係留場所等 
 

 
 

遊漁船 
の名称 

 
主要な時期 

 

 
係留等場所の 
位置・名称 

 

係留等場所・施設 
の管理者 

 
遊漁船の
係留場所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ａ丸 
 
 
Ｂ丸 
 
 
 
 

 
通年 
 
 
１月～８月 
 
 
 
 
 
 

 
○○市○○漁港〇
〇船溜まり 
 
○○市○○漁港○
○岸壁 
 
 
 

 
○○市長 
××知事 
 
○○市長 
××知事 
 
 

 
利用者の
乗降場所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ａ丸 
 
 
Ｂ丸 
 
 
 
 

 
通年 
 
 
１月～８月 
 
 
 

 
係留場所に同じ 
 
 
○○市○○漁港○
○船溜まり 
 
 

 
○○市長 
××知事 
 
○○市長 
××知事 
 
 

 
  

変更内容を記入。 

変更内容を記入。 

 

変更日を記入 
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別表４（全  枚の  枚目） 遊漁船の総トン数又は長さ、定員及び通信設備等 
 
 

整

理

番

号 

 
 
 

 
 

遊漁船の 

名称 

 
 
 

船舶番号、漁船登録 

番号等 総トン数 長さ 旅客定員又
は利用定員 

 
  業務形態 
主たる業務：◎ 

その他全て：○ 

 

航行区域（該当に○） 

遊漁船の使用状況（該当に○） 

遊漁船の記載状況 

（該当に○） 
通信設備※１ 

の状況 
（該当に○） 

救命設備※１ 
の状況 

（該当に○） 
 

船舶の所有状況 

（該当に○） 

１ 

 

Ａ丸 ＫＮ２－０００００ ○ﾄﾝ  ○ ｍ ○人  

（◎）船釣り 
（ ）瀬渡し 

※２ 

（ ）その他 

（     ） 

 

（○）平水・（ ）限定沿海・（ ）沿海・（ ）遠洋、近海 

（○）遊漁船専用・（ ）漁船と兼用・（ ）他使用と兼用 

（○）単独記載 

（○）重複記載 （ ）業務用無線 

（ ）衛星電話 

（○）その他 

（携帯電話） 

（ ）改良型救命い
かだ 

（ ）EPIRB（非常
用位置等発信装置） 
（ ）AIS（船舶自動

識別装置） 

（ ）その他 

（      ） 

（ ）自己所有船舶 

（○）他者所有船舶 

２ 

  

Ｂ丸 

 

***-xxxxx 

(KN2-00000) 

○ﾄﾝ  ○ ｍ ○人  
（◎）船釣り 
（ ）瀬渡し 

※２ 
（ ）その他 
（・・・・） 
 
 
 

（ ）平水・（ ）限定沿海・（○）沿海・（ ）遠洋、近海 

（ ）遊漁船専用・（○）漁船と兼用・（ ）他使用と兼用 

（ ）単独記載 

（○）重複記載 

（○）業務用無線 

（ ）衛星電話 

（ ）その他 

（     ） 

（ ）改良型救命い
かだ 

（○）EPIRB（非常
用位置等発信装置） 
（ ）AIS（船舶自動

識別装置） 

（ ）その他 

（       ） 

 
（○）自己所有船舶 

（○）他者所有船舶 

重複記載※３ 
している場合の
事由 

（○）多客期にチャーターするため 

（ ）その他（                      ） 
※１ 通信設備及び救命設備については、船の種類や航行区域等に応じて国土交通省が定める要件に適合する

ものであること。 

※２ 利用者を特定の場所に下船させて水産動植物を採捕させる業態を指し、磯渡し、筏渡し、防波堤渡

し、沖で干出する場所での潮干狩り等が該当（法令等で立入禁止の場所に渡すことはできない）。 

※３ 他の事業者の遊漁船として登録簿に記載されている船舶を当該事業者の遊漁船としても記載されてい

るもの。 

 

インターネット又は営業所での掲示等により公表すること 

通信設備や救命設

備について、義務付

け前や対象外のた

め備え付けていな

い場合は空欄で可 

義務付け前や平水区域

でサービスエリア圏内

であれば携帯電話も可 

変更日を記入 

変更内容を記入。 


